
　

近
年
急
増
し
て
い
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
は
、
金
融
市
場

に
お
い
て
一
過
性
の
ト
レ
ン
ド
で
は
な
く
、
主
流
な

投
資
ス
タ
イ
ル
と
し
て
急
速
に
確
立
し
つ
つ
あ
る
。

国
連
責
任
投
資
原
則（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）に
署
名
し
た
企
業
数

は
２
０
２
１
年
末
で
４
６
０
０
社
を
超
え
た（
図
表
は

各
年
３
月
末
の
集
計
）。
世
界
の
機
関
投
資
家
の
全
運

用
資
産
の
う
ち
、
実
に
約
３
割
を
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
が
占

め
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
は

欧
米
と
比
較
す
る
と
後
発
で
は
あ
っ
た
が
、
足
元
で
は

諸
外
国
を
圧
倒
的
に
上
回
る
増
加
率
を
見
せ
て
い
る
。

　

投
資
額
の
み
な
ら
ず
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
手
法
に
も

大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
世
界
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
動

向
を
調
査
し
て
い
る
Ｇ
Ｓ
Ｉ
Ａ（Global Sustainable 

Investm
ent A

lliance

）に
よ
る
と
、
複
数
あ
る
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
手
法
の
う
ち
、
特
に
増
加
し
て
い
る
の
が

「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。
Ｅ
Ｓ

Ｇ
要
素
の
分
析
を
投
資
の
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に

能
動
的
に
反
映
さ
せ
て
い
く
手
法
で
、
よ
り
踏
み
込

ん
だ
非
財
務
情
報
の
精
査
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
、

「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
、
社
会

や
環
境
へ
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
一
定
業
種
を
投
資
対

象
か
ら
除
外
す
る
手
法
は
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
実
装
は
企
業
価
値
創
造
に
寄
与
す
る
と
い
う

信
念
に
基
づ
き
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
を
積
極
的
に
投
資
判

断
に
活
か
そ
う
と
す
る
投
資
家
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
実
際
、
欧
州
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
基
準
の
議

論
に
お
い
て
は
、「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ス
ク
リ
ー
ン
」
だ

け
で
は
十
分
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と
認
め
る
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
論
調
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
項
目
の
中
で
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
る
の

が
、
Ｅ
の
環
境
関
連
事
項
で
あ
る
。
特
に
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
に
関
す
る
情
報
が
投
資
判
断
に
勘
案

さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
資
本
市
場
参
加

者
に
よ
り
環
境
リ
ス
ク
関
連
情
報
が
資
産
価
値
に
織

り
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
金
融
を
通
し
た
脱
炭
素
が
促

進
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
１
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
26
回
締
約

国
会
議
）の
場
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
情
報
開
示
の
世
界

基
準
策
定
を
進
め
る
合
意
も
確
認
さ
れ
、
今
後
Ｅ
Ｓ

Ｇ
可
視
化
の
加
速
が
予
想
さ
れ
る
。
日
本
に
お
い
て

も
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
東
証
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場

会
社
に
は
「
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ

ー
ス（
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
）」
の
提
言
に
基
づ
く
開
示
が
実
質

的
に
求
め
ら
れ
、
多
く
の
日
本
企
業
が
気
候
変
動
リ

ス
ク
情
報
開
示
の
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

Ｅ
の
環
境
同
様
、
Ｓ
の
社
会
関
連
事
項
の
定
量
化

や
可
視
化
の
議
論
も
欧
米
諸
国
を
中
心
に
進
め
ら
れ

て
い
る
。
人
権
問
題
や
労
使
関
係
等
と
並
び
、
特
に

重
視
さ
れ
て
い
る
の
が
多
様
性
と
包
括
性
で
あ
る
。

多
様
性
の
促
進
は
人
的
資
本
の
強
化
に
直
結
し
、
企

業
の
リ
ス
ク
管
理
能
力
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を

促
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
多
様
性
は
Ｇ（
企
業
統

治
）の
観
点
で
も
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
国
で

取
締
役
会
に
お
け
る
多
様
性
の
担
保
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。
実
際
、
米
国
の
ナ
ス
ダ
ッ
ク
で
は
、
女
性

や
非
白
人
の
取
締
役
登
用
を
上
場
ル
ー
ル
に
含
む
と

い
う
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
米
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

M
Pow

er Partners

フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー

村むらか
み上
由ゆみこ
美
子

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
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特集 企業におけるジェンダー・ダイバーシティ
─リーダーの本気度を問う

ア
州
で
は
、
上
場
企
業
の
女
性
取
締
役
登
用
義
務
付

け
法
案
が
成
立
し
て
お
り
、
違
反
企
業
に
は
罰
金
が

科
せ
ら
れ
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
役
員
レ
ベ
ル
だ
け

で
な
く
、
幹
部
社
員
に
お
け
る
女
性
比
率
40
％
の
義

務
化
を
最
近
発
表
し
た
。
欧
米
諸
国
で
は
、
強
力
な

拘
束
力
を
伴
う
規
制
や
方
針
の
導
入
が
、
指
導
的
地

位
の
女
性
比
率
を
押
し
上
げ
る
役
を
果
た
し
て
い
る
。

　

し
か
し
機
関
投
資
家
の
背
中
を
押
し
て
い
る
の
は
、

規
制
対
応
だ
け
で
は
な
い
。
従
来
の
財
務
分
析
だ
け

で
は
企
業
の
断
続
的
な
価
値
創
造
の
潜
在
能
力
を
見

極
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
危
機
感
こ
そ
が
、

多
く
の
投
資
家
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
重
視
す
る
最
大
の
理
由

で
あ
る
。
例
え
ば
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
分
野
で
は
、
女
性

登
用
が
長
期
的
に
業
績
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
生
む
こ

と
を
示
す
研
究
結
果
が
多
く
の
国
で
報
告
さ
れ
て
い

る
。
多
様
な
人
材
の
活
用
は
労
働
力
の
確
保
と
い
う

利
点
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
質
性
の
高
い
組
織
が

見
逃
し
が
ち
な
商
機
や
リ
ス
ク
を
見
抜
く
経
営
体
制

の
構
築
に
大
き
く
貢
献
す
る
。
つ
ま
り
企
業
に
お
け

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
促
進
は
経
済
合
理
性
に
基
づ

い
て
お
り
、
単
純
な
社
会
貢
献
と
い
う
枠
組
み
を
大

き
く
超
え
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
米
国
の

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
証
券
が
打
ち
出
し
た
、
女

性
取
締
役
不
在
の
企
業
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
幹
事
を
引
き
受
け

な
い
と
す
る
方
針
は
、
経
営
陣
の
多
様
性
は
長
期
的

な
企
業
の
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
比
例
す
る
と
い
う

経
済
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
だ
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
関
す
る
分
野
で
著
し
く
世
界

に
後
れ
を
取
る
日
本
企
業
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
が
主
流

化
す
る
世
界
の
金
融
市
場
に
お
い
て
、
長
期
的
に
は

資
本
調
達
コ
ス
ト
上
昇
等
の
悪
影
響
も
避
け
ら
れ
な

い
可
能
性
が
高
い
。
東
京
証
券
取
引
所
の
「
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
」
は
、
女
性
取
締
役

の
登
用
を
強
く
勧
告
し
、
経
団
連
も
２
０
３
０
年
ま

で
に
女
性
役
員
比
率
30
％
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し

女
性
取
締
役
不
在
の
企
業
が
主
要
上
場
企
業
の
約
半

数
に
も
及
ぶ
現
状
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
後
進
国
と

い
う
汚
名
を
日
本
が
返
上
す
る
の
が
い
か
に
遠
い
道

の
り
で
あ
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
女
性
活
躍
推
進

が
長
年
叫
ば
れ
て
き
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本

企
業
の
進
捗
が
遅
い
本
質
的
な
背
景
に
は
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
長
期
的
な
経
済
合
理
性
に
基
づ
い
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
強
靭
な
経
営
体
制
を
構
築
す
る
た
め

に
は
思
想
の
多
様
性
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
を
確

保
す
る
に
は
、
女
性
や
外
国
人
な
ど
多
様
な
人
材
の

登
用
が
効
果
的
で
あ
る
は
ず
だ
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

は
目
的
で
は
な
く
、
維
持
可
能
な
形
で
長
期
的
に
企

業
が
成
長
し
て
い
く
た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
材
不

足
に
直
面
す
る
日
本
企
業
の
多
く
が
、
人
的
資
本
の

強
化
を
経
営
の
最
優
先
事
項
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
促
進
は
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
特
効
薬
で
あ
る
。

　

投
資
家
が
多
様
性
と
包
括
性
を
重
要
視
す
る
理
由

は
前
述
の
通
り
だ
。
し
か
し
日
本
企
業
が
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
経
営
を
実
践
す
る
究
極
的
な
理
由
は
、
Ｅ
Ｓ

Ｇ
で
高
い
評
価
を
獲
得
す
る
こ
と
で
は
な
い
は
ず
だ
。

激
動
す
る
世
界
経
済
の
中
で
、
市
場
に
淘
汰
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
競
争
優
位
性
を
確
立
す
る
た
め
の
成
長

戦
略
と
し
て
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
促
進
を
位
置
付
け
る

べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
が
主
流
化
す
る
世
界
の
資
本
市
場
に
お
い

て
日
本
企
業
の
評
価
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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Assets under management(US$ trillion)

“Total AUM include reported and AUM of new signatories provided in sign-up sheet that signed up by end of that year”

AO AUM($ US trillion) Number of AOs Number of Signatories

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

Assets under management (US$ trillion) Nº Signatories

AUM, total number of signatories and number of asset owner signatories all increase

PRI signatory growth in 2020 - 2021

図表　PRI署名機関数及び資産運用残高の推移

出所：The PRIウェブサイト
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